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一
月
二
十
一
日（
火
）、聖
徳

大
学
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
に
て
、

学
校
法
人
東
京
聖
徳
学
園
と
松

戸
警
察
署
と
の
協
定
締
結
式
が

行
わ
れ
、本
学
の
川
並
弘
純
理

事
長
、松
戸
警
察
署
の
濵
口
道

夫
署
長
が
協
定
書
に
署
名
し
ま

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、千
葉

県
に
お
い
て
も
浦
安
市
、市
原

市
で
液
状
化
現
象
の
被
害
を
受

け
る
な
ど
し
た
教
訓
か
ら
、千

葉
県
警
に
お
い
て
は「
千
葉
県

警
察
災
害
対
策
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、震
災
対
策
を
推
進

し
て
お
り
、今
回
の
協
定
も
そ

の
一
環
と
し
て
締
結
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
松
戸

警
察
署
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
、そ
の
機
能
を
麻
痺
さ
せ
る

事
態
が
生
じ
た
場
合
、市
民
の

安
全
・
安
心
の
維
持
を
図
る
た

め
聖
徳
大
学
の
一
部
校
舎
を
代

替
し
、松
戸
警
察
署
の
機
能
の

一
部
を
移
転
さ
せ
、災
害
対
策

に
あ
た
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

記
者
会
見
で
川
並
理
事
長

は
、「
学
生
の
安
全
を
確
保
で
き

る
施
設
を
つ
く
る
と
い
う
前
学

長
か
ら
の
方
針
を
引
き
継
ぎ
、

環
境
整
備
に
努
め
て
き
た
」と

説
明
し
、「
松
戸
市
に
拠
点
を
置

く
教
育
機
関
の
一
つ
と
し
て
、市

民
の
安
全
に
貢
献
で
き
る
こ
と

は
意
義
深
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
八
日（
火
）に
聖
徳

大
学
川
並
香
順
記
念
講
堂
に

て
、「
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年

記
念
・
平
成
二
十
五
年
度
文
化

講
演
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
講
演
会
と
は
、社
会
人
と

し
て
巣
立
つ
卒
業

年
次
の
学
生
を
対

象
に
、各
分
野
の
第

一
線
で
活
躍
し
て

い
る
学
外
の
著
名

人
を
招
く
行
事
で
、

昭
和
四
十
六
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、聖
徳

大
学
の
名
誉
学
長

で
あ
り
、現
衆
議
院
議
員
、自
由

民
主
党
総
務
会
長
の
野
田
聖
子

先
生
よ
り
、「
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
女
性
力
」と
い

う
テ
ー
マ
で
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

女
性
と
し
て
社
会
で
働
い
て

き
た
ご
自
身
の
体
験
を
も
と
に
、

「
最
初
は
納
得
の
い
く
仕
事
が

で
き
ず
、辛
い
思
い
や
失
敗
も

し
ま
し
た
。で
も
そ
れ
ら
す
べ

て
が
今
の
自
分
を
形
づ
く
っ
て

い
ま
す
」と
、あ
き
ら
め
な
い
で

自
分
の
目
標
へ
向
か
う
大
切
さ

を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
社
会
に
巣
立
っ
て

い
く
学
生
た
ち
へ
の
激
励
と

な
っ
た
講
演
会
で
し
た
。

聖
徳
学
園
と
松
戸
警
察
署
が

「
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
大
学
施

設
の
使
用
に
関
す
る
協
定
」を
締
結

聖
徳
大
学
看
護
学
部

看
護
学
科
誕
生
！

野
田
聖
子
名
誉
学
長
が

「
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

女
性
力
」
を
テ
ー
マ
に
講
演

協定書を手に握手する濵口署長（左）と川並理事長（右）

講演する野田聖子先生
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二
月
七
日（
金
）、「
学
内
合
同

企
業
セ
ミ
ナ
ー in SEITOKU 

2014

」を
大
学
体
育
館
で
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
、厳
し
い
雇

用
環
境
の
中
で
も
新
卒
採
用
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
企
業
三 

十
四
社
と
、企
業
へ
の
就
職
を

希
望
す
る
三
百
五
十
九
名
の
大

学
三
年
生
・
短
期
大
学
部
一
年

生
で
会
場
は
熱
気
で
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー

は
、一
ク
ー
ル
を
三
十
五
分
と
し

て
全
企
業
が
一
斉
開
始
・
一
斉

終
了
す
る
形
式
で
、全
五
ク
ー

チ
ー
ム
医
療
に
お
け
る

ジ
ョ
イ
ン
ト
ワ
ー
ク
に
優
れ
た

看
護
師
を
養
成

　

昨
今
の
医
療
現
場
で
は
、医

師・
管
理
栄
養
士・
薬
剤
師・
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
、多
職

種
チ
ー
ム
に
お
い
て
力
を
発
揮

で
き
る
看
護
師
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
た

め
の
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
、リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
役
割
を
理
解
し

た
う
え
で
、高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
養
い
ま
す
。

ル
を
実
施
し
ま

し
た
。さ
ら
に
、

セ
ミ
ナ
ー
と
並

行
し
て
別
会
場

で
は
、
管
理
栄

養
士
に
特
化
し

た
セ
ミ
ナ
ー
も

実
施
さ
れ
、
異

な
る
業
界
の
採

用
担
当
者
か

ら
、
学
生
が
就

職
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
上
で
大
変

有
意
義
な
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

企
業
の
説
明
を
し
っ
か
り
メ

モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
、質
問

し
、企
業
ブ
ー
ス
間
の
移
動
も

迷
い
な
く
向
か
う
姿
が
印
象
的

で
、事
前
に
企
業
研
究
が
な
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま

し
た
。ま
た
、学
生
か
ら
は
、「
こ

の
企
業
を
受
験
し
た
い
」「
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、と
て
も
参
考
に
な

っ
た
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
発
見
が
あ
っ

た
」等
の
意
見
が
あ
り
、就
職
活

動
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。

体育館のセミナー会場

10人の学生に1人の教職員がファシリテーターとなって、
履歴書の書き方等を直接指導

（平成25年度夢実現プロジェクトより）

キャンパスで就職活動
「学内合同企業セミナー 

in SEITOKU 2014」

実 践
教 育

人 間
教 育

地 域
連 携

「実践力」と
「気品」を
育む

2014年4月

最
先
端
の
医
療
機
器
を

配
備
し
た
学
び
の
環
境

　

各
種
施
設
・
実
習
室
を
聖
徳

大
学
三
号
館（
五
階
〜
八
階
）に

整
備
し
ま
し
た
。
先
進
の
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
教
育
を
取
り

入
れ
、看
護
の
現
場
を
学
内
で

再
現
す
る
ほ
か
、少
人
数
で
の

演
習
に
対
応
で
き
る
よ
う
専
用

の
演
習
室
も
数
多
く
設
置
。学

生
一
人
ひ
と
り
に
目
が
届
く
き

め
細
や
か
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

本
学
を
中
心
と
し
た

幅
広
い
エ
リ
ア
で
実
習
が
可
能

　

聖
徳
大
学
が
所
在
す
る
千
葉

県
東
葛
地
区
の
基
幹
病
院
で
あ

る
医
療
法
人
社
団 

誠
馨
会 

新

東
京
病
院
や
松
戸
市
立
病
院
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
公
立
病
院

な
ど
の
総
合
病
院
を
中
心
に
、

大
学
病
院
や
多
数
の
医
療
施
設

な
ど
に
実
習
先
と
し
て
ご
協
力

い
た
だ
け
る
予
定
で
す
。

　平成25年度から本格的に実施している「聖徳夢プロジェクト」は、
「夢プロジェクトDream Project：Dプロジェクト」と「夢実現
プロジェクトDream Realization Project：DRプロジェクト」
からなっています。
　Ｄプロジェクトは、1、2年で聖徳基礎力を習得します。2年次で
行う「キャリア実践演習」は、学生一人ひとりの自己成長を期待す
るキャリアデザインに関する授業です。キャリアデザインする
自己管理能力の基礎を総合的に育成するとともに、1年次で培っ
た「文章構成力」と「数的処理能力」を発揮し、各学科の「キャリア
デザイン」科目と夢実現プロジェクト、および専門教育につながる
科目として位置づけています。
　６つの到達目標が設定され、それを達成するために、ピア・ラー
ニング、グループワーク、発表を通して課題を探求するスキルを
身に付けます。授業ごとにリフレクションシートを活用、自己を
振り返って、自己の将来をデザインする自己管理力を育成していき
ます。バージョンを変え繰り返し行い、習熟できる工夫が特徴です。
　社会に出て求められるグループワーク力、リーダーシップの意
義と理解、議論の進め方のスキルなどを身に付けながら、自立し
た力を備えた、職種をデザインする基礎力を育成します。

聖徳大学・聖徳大学短期大学部「聖徳夢プロジェクト」

「キャリア実践演習」 で聖徳基礎力をさらに高める 実
践
力
と
気
品
を
そ
な
え
た

「
凛
」と
し
た
看
護
師
を
育
成
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二
月
二
十
一
日

（
金
）、「
東
京
教
師

養
成
塾
・
埼
玉
教

員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」

塾
生
激
励
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
学

長
の
川
並
弘
純
先

生
よ
り
、東
京
教

師
養
成
塾
十
期
卒

塾
生
十
一
名（
二
十 

六
年
三
月
児
童
学
科
卒
業
）に

は
東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
の

修
了
証
書
、東
京
教
師
養
成
塾

に
入
塾
す
る
十
一
期
生
九
名（
児

童
学
科
四
年
生
）と
本
学
か
ら

は
初
と
な
る
埼
玉
教
員
養
成
セ

ミ
ナ
ー
生
二
名（
児
童
学
科
四

年
生
／
二
十
六
年
一
月
よ
り
八

期
生
と
し
て
）に
は
、合
格
通
知

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

激
励
会
に
は
、

川
並
学
長
先
生
、

佐
藤
三
郎
学
長

補
佐
、仲
瀬
律
久

児
童
学
部
長
、松

山
武
士
教
職
実
践

セ
ン
タ
ー
長
、教

職
実
践
セ
ン
タ
ー

教
員
が
出
席
し

ま
し
た
。
川
並
学

長
先
生
か
ら
は
、卒
塾
生
に
は

「
教
員
と
し
て
、知
識
だ
け
で
な

く
自
ら
の
生
き
方
を
示
し
、子

ど
も
た
ち
に
よ
い
影
響
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
い
先
生
を

目
指
し
て
ほ
し
い
。
次
代
の
人

材
を
育
て
る
と
い
う
使
命
は
重

い
が
、や
り
が
い
の
あ
る
仕
事

で
す
」、入
塾
生
に
は「
聖
徳
大

生
と
し
て
、誇
り
と
自
信
を
持

ち
、教
師
と
し
て
の
実
力
を
身

に
つ
け
る
よ
う
、一
年
間
し
っ

か
り
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と

激
励
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

卒
塾
生
十
一
名
は
、四
月
よ

り
都
内
の
教
員
と
し
て
教
壇
に

立
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
あ
わ

せ
現
在
は
、八
十
七
名
の
卒
塾

生
が
東
京
都
の
教
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。

■
附
属
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、筑
波
大
学
、慶
應
義
塾
大

学
、上
智
大
学
、早
稲
田
大
学
、

青
山
学
院
大
学
、学
習
院
大
学
、

中
央
大
学
、法
政
大
学
、明
治
大

学
、立
教
大
学
、津
田
塾
大
学
、

東
京
女
子
大
学
、日
本
女
子
大
学
、

國
學
院
大
学
、成
城
大
学
、獨
協

大
学
、駒
澤
大
学
、専
修
大
学
、

東
洋
大
学
、日
本
大
学
、亜
細
亜

大
学
、跡
見
学
園
女
子
大
学
、上

野
学
園
大
学
、大
妻
女
子
大
学
、

神
田
外
語
大
学
、共
立
女
子
大
学
、

国
立
音
楽
大
学
、倉
敷
芸
術
科

学
大
学
、国
際
医
療
福
祉
大
学
、

国
士
舘
大
学
、淑
徳
大
学
、城
西

国
際
大
学
、昭
和
女
子
大
学
、昭

和
音
楽
大
学
、白
百
合
女
子
大

学
、聖
心
女
子
大
学
、清
泉
女
子

大
学
、洗
足
学
園
音
楽
大
学
、大

正
大
学
、大
東
文
化
大
学
、玉
川

大
学
、千
葉
工
業
大
学
、帝
京
大

学
、帝
京
平
成
大
学
、東
京
医
療

保
健
大
学
、東
京
音
楽
大
学
、東

京
家
政
大
学
、東
京
工
科
大
学
、

東
京
工
芸
大
学
、東
京
女
子
医

科
大
学
、東
京
聖
栄
大
学
、東
京

造
形
大
学
、東
洋
英
和
女
学
院

大
学
、東
洋
学
園
大
学
、獨
協
医

科
大
学
、日
本
女
子
体
育
大
学
、

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
、日
本

薬
科
大
学
、フ
ェ
リ
ス
女
学
院

大
学
、文
京
学
院
大
学
、武
蔵
野

大
学
、武
蔵
野
音
楽
大
学
、名
城

大
学
、目
白
大
学
、立
命
館
ア
ジ

ア
太
平
洋
大
学
、流
通
経
済
大

学
、麗
澤
大
学
、青
山
学
院
女
子

短
期
大
学
、大
妻
女
子
短
期
大

学
、創
価
女
子
短
期
大
学

■
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、茨
城
大
学
、茨
城
県
立
医

療
大
学
、
筑
波
大
学
、
静
岡
大

学
、静
岡
県
立
大
学
、学
習
院
大

学
、上
智
大
学
、津
田
塾
大
学
、

東
京
女
子
大
学
、東
京
理
科
大

学
、
日
本
女
子
大
学
、
法
政
大

学
、跡
見
学
園
女
子
大
学
、大
妻

女
子
大
学
、学
習
院
女
子
大
学
、

神
奈
川
大
学
、神
田
外
語
大
学
、

北
里
大
学
、共
立
女
子
大
学
、国

立
音
楽
大
学
、恵
泉
女
学
園
大

学
、順
天
堂
大
学
、城
西
国
際
大

学
、昭
和
女
子
大
学
、昭
和
音
楽

大
学
、女
子
栄
養
大
学
、杉
野
服

飾
大
学
、成
蹊
大
学
、清
泉
女
子

大
学
、大
正
大
学
、千
葉
工
業
大

学
、中
央
学
院
大
学
、つ
く
ば
国

際
大
学
、帝
京
科
学
大
学
、帝
京

平
成
大
学
、東
京
家
政
大
学
、東

京
国
際
大
学
、東
京
女
子
医
科

大
学
、東
京
電
機
大
学
、東
京
都

市
大
学
、東
京
成
徳
大
学
、東
京

農
業
大
学
、東
邦
大
学
、東
洋
英

和
女
学
院
大
学
、東
洋
大
学
、長

岡
造
形
大
学
、日
本
女
子
体
育

大
学
、日
本
体
育
大
学
、日
本
大

学
、麗
澤
大
学
、上
智
大
学
短
期

大
学
部
、女
子
栄
養
大
学
短
期

大
学
部
、帝
京
短
期
大
学
、戸
板

女
子
短
期
大
学
、山
野
美
容
芸

術
短
期
大
学

■
附
属
小
学
校

●
男
子

青
山
学
院
中
等
部
、浅
野
中
学

校
、足
立
学
園
中
学
校
、市
川
中

学
校
、上
野
学
園
中
学
校
、浦
和

実
業
学
園
中
学
校
、江
戸
川
学

園
取
手
中
学
校
、海
城
中
学
校
、

海
陽
中
等
教
育
学
校
、か
え
つ

有
明
中
学
校
、春
日
部
共
栄
中

学
校
、暁
星
国
際
中
学
校
、開
智

中
学
校
、駒
場
東
邦
中
学
校
、栄

東
中
学
校
、芝
浦
工
業
大
學
柏

中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園
幕
張

中
学
校
、秀
明
八
千
代
中
学
校
、

常
総
学
院
中
学
校
、昭
和
学
院

中
学
校
、巣
鴨
中
学
校
、聖
学
院

中
学
校
、成
城
学
園
中
学
校
、土

浦
日
本
大
学
中
等
教
育
学
校
、

東
海
大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校

中
等
部
、東
京
成
徳
大
学
中
学

校
、東
京
電
機
大
学
中
学
校
、東

邦
大
学
付
属
東
邦
中
学
校
、獨

協
埼
玉
中
学
高
等
学
校
、函
館

ラ
・
サ
ー
ル
中
学
校
、日
出
学
園

中
学
校
、広
尾
学
園
中
学
校
、本

郷
中
学
校
、二
松
學
舍
大
学
附

属
柏
中
学
校
、日
本
大
学
第
一

中
学
校
、宮
崎
日
本
大
学
中
学

校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、明
治
大

学
付
属
明
治
中
学
校
、安
田
学

園
中
学
校
、立
教
池
袋
中
学
校
、

麗
澤
中
学
校
、麗
澤
瑞
浪
中
学

校
、早
稲
田
中
学
校
、早
稲
田
大

学
高
等
学
院
中
等
部
、早
稲
田

大
学
系
属
早
稲
田
佐
賀
中
学
校

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
、

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子

中
学
校
、市
川
中
学
校
、浦
和
実

業
学
園
中
学
校
、浦
和
明
の
星

女
子
中
学
校
、桜
蔭
中
学
校
、江

戸
川
女
子
中
学
校
、春
日
部
共

栄
中
学
校
、川
村
学
園
中
学
校
、

国
立
音
楽
大
学
附
属
中
学
校
、

麹
町
学
園
女
子
中
学
校
、国
府

台
女
子
学
院
中
学
部
、栄
東
中

学
校
、実
践
女
子
学
園
中
学
校
、

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
中
学
校
、

十
文
字
中
学
校
、常
総
学
院
中

学
校
、千
葉
日
本
大
学
第
一
中

学
校
、千
葉
明
徳
中
学
校
、東
京

家
政
学
院
中
学
校
、東
京
女
学

館
中
学
校
、東
邦
大
学
付
属
東

邦
中
学
校
、豊
島
岡
女
子
中
学

校
、獨
協
埼
玉
中
学
高
等
学
校
、

二
松
學
舍
大
学
附
属
柏
中
学

校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、雙
葉
中

学
校
、八
千
代
松
陰
中
学
校
、山

脇
学
園
中
学
校
、横
浜
英
和
女

学
院
中
学
高
等
学
校
、和
洋
国

府
台
女
子
中
学
校

■�

附
属
幼
稚
園

　

附
属
第
二
幼
稚
園

　

附
属
成
田
幼
稚
園

　

附
属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、国
府

台
女
子
学
院
小
学
校
、千
葉
日

本
大
学
第
一
小
学
校
、ト
キ
ワ

松
学
園
小
学
校
、成
田
高
等
学

校
付
属
小
学
校
、日
出
学
園
小

学
校
、立
教
小
学
校

■�

三
田
幼
稚
園

　

八
王
子
中
央
幼
稚
園

　

多
摩
中
央
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、雙
葉

小
学
校
、学
習
院
初
等
科
、昭
和

女
子
大
学
附
属
昭
和
小
学
校
、

森
村
学
園
初
等
部
、東
京
中
華

学
校
、目
黒
星
美
学
園
小
学
校
、

桐
朋
学
園
小
学
校
、東
京
創
価

小
学
校
、明
星
小
学
校
、国
立
学

園
小
学
校
、自
由
学
園
初
等
部

合
格

平成25年度

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

3/19（水）・20（木）

3/9（日）

3/1（土）

3/16（日）

3/5（水）

3/15（土）

3/16（日）

　学園の各教育機関で卒業式・卒園式が挙行
され、今年も卒業生・卒園児による聖徳の輪が
社会に広がりました。聖徳を巣立つ姿を紹介
します。

故 

川
並 

光
昭 

先
生

「
従
五
位瑞宝

小
綬
章
」

受
章

　

一
月
五
日
に
逝
去
さ
れ

ま
し
た
学
校
法
人
東
京
聖

徳
学
園
前
常
務
理
事
・
学

園
顧
問
、聖
徳
大
学
教
授
・

前
学
生
部
長
、前
聖
徳
大
学

幼
児
教
育
専
門
学
校
長
、

川
並
光
昭
先
生
が「
従
五
位

瑞
宝
小
綬
章
」を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。

全員で記念撮影

学長より修了証書が授与されました

「
東
京
教
師
養
成
塾
・
埼
玉
教
員
養
成
セ
ミ
ナ
ー
」

卒
塾
生
・
入
塾
生
激
励
会

大学院・大学・短期大学部

幼児教育専門学校

取手聖徳女子中学校・高等学校

附属第二幼稚園

附属女子中学校・高等学校

附属幼稚園

八王子中央幼稚園

平成25年度

卒業式
・

卒園式

　
四
月
か
ら
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
を
は
じ
め
、多
く
の
大
学
・
短
大
・
中
学
校
・
小
学
校
に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。
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理
法
・
止
血
法
）の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視

聴
し
ま
し
た
。当
日
は
講
師
と

し
て
松
戸
市
中
央
消
防
署
の

方
々
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、三

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
実
習

と
な
り
ま
し
た
。人
形
を
相
手

に
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利

用
し
た
講
習
で
は
、い
ろ
い
ろ

な
場
面
を
想
定
し
て
、パ
ッ
ド

の
つ
け
方
や
機
器
の
使
用
方
法

を
実
践
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　

終
了
後
、救
急
隊
員
の
方
か

ら「
松
戸
市
管
内
の
消
防
署
の

救
急
車
が
フ
ル
活
動
す
る
こ
と

も
あ
る
ほ
ど
、救
急
の
要
請
が

多
く
な
っ
て
い
る
。今
日
の
体

験
を
実
際
の
場
面
に
も
役
立
て

て
ほ
し
い
」と
の
総
評
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
年
生
の
皆
さ
ん
、入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
よ

り
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、当
セ
ン
タ
ー
は
一
昨
年
、

自
分
の
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

場
と
し
て
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、聖
徳
基
礎
力
の

定
着
、セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
開
催

（「
学
習
の
基
本
シ
リ
ー
ズ
」）、

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援（
Ｅ
Ｓ
対
策
、

面
接
対
策
）な
ど
を
通
し
て
、学

生
の
自
立
的
な
学
び
を
支
援
し

　

二
月
四
日（
火
）、大
学
一
号

館
香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
を
会

場
と
し
て
、「
第
一
回
ビ
ブ
リ
オ

バ
ト
ル
in
聖
徳
大
学
」を
開
催

し
ま
し
た
。こ
れ
は
年
度
当
初

よ
り
当
セ
ン
タ
ー
に
て
行
っ
て

き
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
締
め
く

く
り
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、山
﨑
美
音（
人
文
学

部
日
本
文
化
学
科
三
年
）、松
本

て
ま
い
り
ま
し
た
。平
成
二
十 

五
年
度
は
、約
二
千
人
の
学
生

が
利
用
し
て
く
れ
ま
し
た
。学

習
に
関
し
て
は
、大
学
・
短
大
の

一
・
二
年
生
、キ
ャ
リ
ア
形
成
に

関
し
て
は
、大
学
三
年
生
と
短

大
一
年
生
が
頻
繁
に
利
用
し
て

い
ま
す
。

　

大
学
は
本
来
、自
立
的
に
学

習
す
る
場
で
す
。何
か
を
教
え

て
も
ら
う
と
い
う
よ
り
、学
び

と
る
と
い
う
主
体
的
、能
動
的

典
子（
人
文
学
部
日
本
文
化
学

科
三
年
）、結
城
菜
穂（
児
童
学

部
児
童
学
科
二
年
）、福
永
紗
也

加（
心
理
・
福
祉
学
部
社
会
福
祉

学
科
二
年
）、松
村
沙
紀（
心
理
・

福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
二

年
）、中
茎
実
咲
子（
音
楽
学
部

演
奏
学
科
一
年
）、本
吉
香
津
名

（
音
楽
学
部
演
奏
学
科
一
年
）、

以
上
七
名
の
学
生
が
エ
ン
ト

な
学
習
法
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、高
校
生
ま
で
の
学
び

方
と
は
異
な
り
ま
す
。そ
の
こ

と
に
気
づ
か
ず
に
い
る
と
、貴

重
な
学
生
生
活
の
楽
し
さ
も
半

減
し
て
し
ま
い
ま
す
。皆
さ
ん

の
夢
や
希
望
は
さ
ま
ざ
ま
だ
と

思
い
ま
す
が
、夢
実
現
の
た
め

に
は
目
標
を
立
て
、計
画
的
に
、

日
々
積
み
重
ね
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、皆
さ
ん
の
な
か
に
は
、

何
か
ら
は
じ
め
た
ら
い
い
の

か
、ど
の
よ
う
に
計
画
を
立
て

た
ら
よ
い
の
か
な
ど
が
、わ
か

ら
な
い
と
い
う
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
・
学

科
、学
年
に
よ
り
、課
題
は
さ
ま

ざ
ま
で
し
ょ
う
が
、ぜ
ひ
一
度
、

い
ら
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
、教
員
の
ほ
か

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
り
、

皆
さ
ん
と
問
題
・
課
題
を
共
有

し
な
が
ら
、一
人
ひ
と
り
の
学

び
方
や
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ
ン

し
ま
す
。一
人
で
も
多
く
の
学

生
の
皆
さ
ん
と
対
話
が
で
き
ま

す
こ
と
、楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。

リ
ー
し
ま
し
た
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催
の
目

的
は
、読
書
を
通
し
て
、自
分
が

薦
め
た
い
と
思
っ
た
本
を
発
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、論
理
思
考

力
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力

を
鍛
え
る
だ
け
で
は
な
く
、学

園
全
体
に
読
書
習
慣
を
呼
び
か

け
る
も
の
で
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、演
習
形

式
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

シ
ナ
リ
オ
作
り
な
ど
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
首
都
決

戦
等
で
の
入
賞
者
の
映
像
を
視

聴
し
た
り
、互
い
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
映
像
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
本
番
に
臨
み

ま
し
た
。

　

最
大
の
成
果
は
、

学
生
同
士
で
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
内
容

を
評
価
、
コ
メ
ン
ト

し
あ
う
こ
と
に
よ
り
、

他
の
学
生
の
よ
い
点・

改
善
点
も「
共
有
」で

き
た
こ
と
で
す
。
学

生
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
さ
と
、「
場
の
提

供
」
が
重
要
な
教
員

の
役
割
で
あ
る
こ
と

を
再
認
識
し
ま
し

た
。

来
た
れ
！ 

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

「
第
一
回 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル

in
聖
徳
大
学
」
を
開
催

　

―　

皆
さ
ん
の
挑
戦
を
応
援
し
ま
す　
―

　

―　

大
切
な
こ
と
は
、

「
共
有
」と「
場
の
提
供
」 ―

聖
徳
ラ
ー
ニ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

行列のできるセンター
（図書館の横、1号館5階の自習室の

向かいにあるガラス張りの棟です）

表彰式終了後、緊張感も和らいだ学生たちをねぎらった
川並学長（前列左端）と安堵の表情をみせる学生たち

昨年12月、学園80周年シャツを着て皇居駅伝に出場

　

二
月
二
十
四
日（
月
）に
大
学

体
育
館
に
お
い
て
、教
職
員
向

け
の
普
通
救
命
講
習
会
を
三
時

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
ま

し
た
。こ
の
講
習
会
は
、本
学
教

職
員
の
学
生
対
応
等
に
お
け
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
実

施
さ
れ
、学
内
に
設
置
さ
れ
て

い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）の
使
用
方
法
に
つ
い

て
学
習
す
る
機
会
を
設
け
、日

常
の
学
生
生
活
お
よ
び
、学
外
研

修
等
引
率
に
お
け
る
応
急
手
当

の
基
礎
的
な
知
識
を
学
習
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

受
講
者
は
教
職
員
二
十
九
名

で
、事
前
に
応
急
手
当
の
基
礎

知
識（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
、救
命

入
門
コ
ー
ス
）お
よ
び
、救
命
処

置
の
手
順（
救
命
処
置
の
手
順
、

気
道
異
物
の
除
去
、傷
病
者
管

　この原稿が皆さまのお目に触れるころは、桜
の花が見ごろを迎えるころでしょうか。桜の花
といえば、新渡戸稲造の著書『武士道』にこんな
名言があります。
「武士道は、日本の象徴である桜花と同じように、
日本の国土に咲く固有の華である。」
　学生たちに置き換えますと、
「我が選手たちは、日本の象徴である桜と同じよ
うに、此処【ここ（個 ？々）】に咲く固有の花である。」
となるのでしょうか。
　陸上競技部はこの春、創部４年目を迎え、よう
やく嶋田美里主将（心理学科４年）を頂点に各学
年がそろいます。今年度は、桜の花言葉のような

「精神の美」も兼ね備えたチームの構築を図り、
「和」をもって全日本学生女子駅伝出場を目指し
ます。
　今年度も相変わりませぬご声援のほどお願い
申し上げます。

監督の部屋⑤
聖徳大学陸上競技部

● 附属小学校 秋和会

● 聖徳学園 聖徳学園菊水会（同窓会連合会）

● 大学院・大学・短大 香和会

● 附属女子中・高 爽和会

▶ 未定　（詳細は６月１日発行の本誌に掲載予定）

▶未定　（詳細は６月１日発行の本誌に掲載予定）
● 大学院通信・大学通信・短大通信 聖和会

▶4月　役員会� 　　▶7月　総会
● 専門学校 ひじり会

▶8月24日（日） 第33回リズム講習会

● 取手聖徳女子中・高 聖朋会

今年度も各同窓会が行われます。
詳細については各同窓会からご案内申し上げます。

平成26年度 シリーズコンサート公演日程 

同窓会年間行事予定表  — ぜひご参加ください —

「聖徳学園シリーズコンサート」は、学生、生徒、児童の
情操教育活動の一環として世界的に著名なオーケストラ、
演奏家によるコンサート、オペラ、バレエ、日本の伝統芸能
等幅広い分野にわたって、実物に接して心の教育を実践
するという本学園の特長的な教育として、川並香順記念
講堂を会場に、昭和56年から続けられています。

● 聖徳大学附属幼稚園

● 聖徳大学附属第二幼稚園

● 聖徳大学附属成田幼稚園

● 聖徳大学附属浦安幼稚園

● 聖徳学園三田幼稚園

● 聖徳学園八王子中央幼稚園

● 聖徳学園多摩中央幼稚園

かをり会
菊水会
すなお会
知水会
なごみ会
わかば会
和香竹会

▶6月14日（土）

▶5月31日（土）

▶6月14日（土）

▶6月7日（土）

▶6月21日（土）

▶6月14日（土）

▶6月28日（土）

▶5月18日（日） 運動会（卒業生参加種目あり）
▶10月19日（日） 第28回聖徳祭（卒業生いこいの場あり）

▶6月1日（日） 幹事会
▶8月3日（日）予定 7〜9期生合同同窓会
▶9月28日（日） 聖徳祭フラワーアレンジメント体験講座
▶平成27年1月12日（月・祝）　第6回聖徳成人式

▶5月31日（土） 第12回評議員会

　　月日　    　　 　時間　　    　　　　演　　　　目

AEDの使用方法を学ぶ受講者

 4月 21日（月） 15：30 聖徳学園「入門コンサート」①
  21日（月） 18：15 聖徳学園「入門コンサート」②
 5月 14日（水） 18：15 鬼太鼓座
  20日（火） 18：15 ウィーン少年合唱団
  23日（金） 16：00 歓迎オルガンコンサート①
  23日（金） 18：15 歓迎オルガンコンサート②
  30日（金） 18：15 聖徳学園『落語鑑賞会』
 6月 5日（木） 18：15 聖徳学園『能楽鑑賞会』
  10日（火） 18：15 京劇 梅蘭芳生誕120周年記念
     「覇王別姫 ～漢楚の戦い～」

  13日（金） 18：15 スロベニアマリポール国立歌劇場
     オペラ「カルメン」

  24日（火） 18：15 宝塚歌劇団OGレビュー「レジェンダリー」
  30日（月） 18：15 ブラスト！
 7月 3日（木） 18：15 聖徳学園『文楽鑑賞会』
  17日（木） 18：15 トリニティ アイリッシュダンス
 9月 12日（金） 16：00 伝えたい歌、残したい歌
  30日（火） 18：15 聖徳学園『歌舞伎鑑賞会』
 10月 8日（水） 18：15 マリインスキー歌劇場管弦楽団
  16日（木） 18：15 エリック・ミヤシロ　EM-BAND
  24日（金） 18：15 聖徳オペラ「魔笛」

  28日（火） 18：15 アリシア＆ネストルフラメンコ舞踊団
 11月 12日（水） 18：15 キエフ国立交響楽団
 12月 2日（火） 18：15 スロヴァキア国立放送交響楽団
  9日（火） 18：15 聖徳学園『第九の夕べ』
  11日（木） 16：00 ケマルゲキチ  ピアノコンサート
  15日（月） 16：00 グローリー・ゴスペル・シンガーズ
 1月 10日（土） 16：00 聖徳学園『吹奏楽の夕べ』
  13日（火） 18：15 レニングラード国立バレエ「白鳥の湖」

  14日（水） 16：00 送別オルガンコンサート①
  14日（水） 18：15 送別オルガンコンサート②
  15日（木） 18：15 ウィンナー・ワルツ・オーケストラ

平成26年3月現在　※コンサート演目等変更することがあります。

春RUN漫 ～
学
生
の
生
命
を
守
れ！
～

平
成
二
十
五
年
度�

普
通
救
命
講
習
会
開
催
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こ
の
度
、学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業

に
お
け
る
施
設
設
備
の
充
実
と
い
た
し
ま

し
て
、聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
の
教

育
環
境
・
学
生
生
活
環
境
に
つ
い
て
以
下
の

四
点
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
は
、教

室
の
教
育
設

備
の
整
備
で

す
。電
子
黒
板

機
能
対
応
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

等
の
Ａ
Ｖ
機

器
を
新
た
に

四
教
室
に
導

入
し
、Ａ
Ｖ
機

器
環
境
を
有
す
る
教
室
が
六
教
室
に
増
え

ま
し
た
。Ａ
Ｖ
機
器
活
用
に
よ
り
、学
生
の

理
解
度
を
高
め
る
授
業
の
さ
ら
な
る
展
開

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

第
二
は
、調
理
実
習
室
の
給
湯
設
備
の
整

備
で
す
。調
理
台
六
台
の
改
修
工
事
に
よ

り
、使
用
可
能
な
調
理
台
が
十
四
台
に
増
え

ま
し
た
。乳
幼
児
の
食
事
に
関
す
る
知
識
と

技
術
を
学
ぶ
調
理
実
習
の
授
業
に
お
い
て
、

少
人
数
グ
ル
ー
プ
編
成
の
き
め
細
か
な
指

導
に
生
か
し
ま
す
。

　

第
三
は
、学
生
個
人
用
ロ
ッ
カ
ー
の
整
備

で
す
。多
人
数
用
ロ
ッ
カ
ー
四
台
の
新
規
購

入
に
よ
り
、本
校
の
収
容
定
員
全
員
分
の
台

数
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
四
は
、学
生
用
傘
立
て
の
整
備
で
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
ロ
ッ
ク
式
傘
立
て
八
台
の
新
規

購
入
に
よ
り
、本
校
の
収
容
定
員
全
員
分
の

収
納
数
を
確
保
い
た
し
ま
し
た
。ロ
ッ
カ
ー

の
整
備
と
あ
わ
せ
、快
適
な
学
生
生
活
環
境

づ
く
り
と
自
己
管
理
能
力
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
実
現
に
あ
た
り
、ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
方
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、引
き
続
き

学
園
の
使
命
を
果
た
し
、社
会
の
ご
期
待
に

応
え
て
い
く
た
め
に
、よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『
東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
』

�

寄
付
者
芳
名
一
覧��

平
成
二
十
五
年
十
二
月
〜
平
成
二
十
六
年
一
月
ご
寄
付
分

●
取
引
業
者
関
係

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
内
田
洋
行　

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

株
式
会
社
廣
済
堂　

様

五
〇
、〇
〇
〇
円

小
布
施
税
理
士
事
務
所　

様

二
〇
、〇
〇
〇
円

花
喜
園　

様（
四
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円

株
式
会
社
エ
コ
マ
ッ
ク
ス　

様

 

（
二
五
、〇
〇
〇
円
）

●
大
学
後
援
会
関
係

五
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

	

伊
澤　

三
樹	

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

�

清
野　

裕	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円�

�

中
里　

明
美	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円�

	

三
枝　

健
夫	

様

一
五
、〇
〇
〇
円

中
川　

庸
子　
　
　

様（
三
〇
、〇
〇
〇
円
）

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

池
田　

健	

様

池
田　

直
喜	

様	

植
竹　

健
夫	

様

黒
田　

幸
夫	

様	

小
島　

貞
明	

様

永
野　

祐
二	

様	

吉
村　

匡
史	

様

五
、〇
〇
〇
円	

	

菅
野　

忠
則	

様

●
通
信
教
育
生

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

小
川　

チ
カ
子	

様

●
Ｓ
Ｏ
Ａ
会
員

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

曽
根　

紀
子	

様

●
幼
児
教
育
専
門
学
校
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円�

	

一
瀬　

満
寿
美	

様

●
附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円	

	

小
嶋　

榮	

様

斉
藤　

徳
三
郎	

様	

野
口　

博
子	

様

野
口　

学	

様	

林　

憲
民	

様

五
〇
、〇
〇
〇
円	

	

猪
狩　

直
樹	

様

井
上　

勇
人	

様	

田
中　

政
巳	

様

土
屋　

留
美	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

相
澤　

直	

様

石
川　

尚
史	

様	

遠
藤　

和
彦	

様

大
久
保　

哲
弘	

様	

齊
藤　

知
子	

様

村
田　

彰
良	

様	

吉
岡　

一
祥	

様

●
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

見
常　

誠	

様

●
附
属
小
学
校
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円	

	

寺
井　

一
郎	

様

五
〇
、〇
〇
〇
円	

	

鈴
木　

隆
嚴	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円	

	

田
中　

政
道	

様

廣
瀨　

瑞
紀	

様	

山
本　

浩
史	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

川
又　

大	

様

河
野　

寿
夫	

様	

紺
野　

祐
一	

様

高
橋　

泰
寿	

様	

廣
岡　

寿
雄	

様

●
附
属
幼
稚
園
関
係

三
〇
、〇
〇
〇
円�

	

蓜
島　

靖
裕	

様

一
五
、〇
〇
〇
円	

	

松
浦　

宜
子	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	

中
川　

弘
和	

様

●
附
属
第
二
幼
稚
園
関
係

一
〇
、〇
〇
〇
円	

	
川
上　

幸
江	

様

高
橋　

泰
寿	

様	
和
知　

哲
生	

様	

●
香
和
会
関
係

三
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

	

長
江　

曜
子	

様

●
聖
和
会
関
係

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

	

加
藤　

敏
子	

様

●
ひ
じ
り
会
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

	

高
橋　

博
子	

様

●
一
般
そ
の
他

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

	

菱
山　

房
子	

様

八
〇
、〇
〇
〇
円�

	

髙
橋　

英
雄	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円�

	

小
倉　

千
鶴
子	

様

山
本　

良
夫	

様

●
教
職
員
関
係

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円�

	

赤
坂　

榮	

様

池
田　

清
英	

様	

川
並　

光
昭	

様

一
〇
〇
、〇
〇
〇
円

川
並　

弘
純　
　
　

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

川
並　

孝
純　
　
　

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

川
並　

珠
緒　
　
　

様（
二
〇
〇
、〇
〇
〇
円
）

川
並　

妙
子	

様	

川
並　

順	

様

川
並　

麻
里	

様	

佐
藤　

幸
雄	

様

手
呂
内　

利
之	

様	

仲
瀬　

律
久	

様

長
野　

雅
弘	

様	

村
井　

靖
児	

様

横
山　

幸
三	

様

五
〇
、〇
〇
〇
円�

	

伊
藤　

輝
子	

様

増
井　

三
夫	

様

四
〇
、〇
〇
〇
円�

	

中
川		

和
美	

様

三
〇
、〇
〇
〇
円�

	

芦
田　

ジ
ュ
ン	

様

作
道　

訓
子	

様	

永
田　

忠
博	

様

萩
原　

昇	

様	

湯
澤　

義
文	

様

和
田　

吉
正	

様

二
〇
、〇
〇
〇
円�

	

岡
田　

耕
一	

様

宮
本　

茂
樹	

様

一
二
、〇
〇
〇
円�

	

大
野　

泰
男	

様

一
〇
、五
〇
〇
円

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園　

教
職
員
一
同	

様

一
〇
、〇
〇
〇
円�

	

椎
名　

仙
卓	

様

末
永　

清	

様	

成
瀬　

光
一	

様

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園　

教
職
員
一
同	

様

九
、〇
〇
〇
円�

	

吉
田　

眞
言	

様

八
、〇
〇
〇
円�

	

金
子　

清
美	

様

澤
﨑　

眞
史	

様

六
、八
〇
〇
円�

	

富
瀨　

裕	

様

六
、〇
〇
〇
円�

	

髙
村　

久
美
子	

様

五
、〇
〇
〇
円

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園　

教
職
員
一
同	

様

四
、五
〇
〇
円�

	

上
坂　

真
奈
美	

様

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園　

教
職
員
一
同	

様

三
、〇
〇
〇
円�

	

宮
本　

友
弘	

様

（
二
、四
六
四
、〇
〇
〇
円
）

	

匿
名
希
望
者
合
計

※（　

）内
は
累
計
額

　

合
計　
　

二
八
三
件八

、六
三
六
、三
〇
〇
円

　

累
計　
　

七
七
八
件三七

、二
七
五
、三
〇
〇
円

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
注
）公
開
を
ご
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
よ
り
お
払
込
み
を
さ
れ

た
場
合
も
、
個
人
情
報
保
護
の
関
係
で
掲
載
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
六
年

一
月
三
十
一
日
ま
で
の
ご
寄
付
分
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。 募

金
だ
よ
り

新規導入されたAV機器

■
ご
寄
付
の
お
申
し
込
み
に
つ
い
て
　
お
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、ご
住
所
と
お
名
前
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
募
金
係
よ
り
募
金
趣
意
書
、払
込
用
紙
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先　

東
京
聖
徳
学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
事
業
募
金
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
．〇
四
七　—

　

三
六
五　—

　

一
一
一
一（
代
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　bokin@

seitoku.ac.jp

　

二
月
十
六
日（
日
）に
、音
楽

学
部
音
楽
総
合
学
科
音
楽
教
員

養
成
コ
ー
ス
の
第
六
回
定
期
演

奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
演
奏

力
の
あ
る
教
員
」を
モ
ッ
ト
ー

と
す
る
本
コ
ー
ス
が
力
を
入
れ

て
い
る
年
に
一
度
の
演
奏
会
で
、

三
、四
年
生
に
よ

る
ソ
ロ
と
全
学
年

に
よ
る
合
唱
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

四
年
生
に
と
っ

て
は
最
後
の
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
と
な

り
、
持
て
る
力
を

出
し
き
っ
た
素
晴

ら
し
い
演
奏
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

む
三
年
生
の
演

奏
、
裏
方
と
し
て

細
か
い
と
こ
ろ
ま

　

聖
徳
大
学
音
楽
学
部
の
よ
い

と
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
、「
演
奏

の
機
会
を
多
く
い
た
だ
け
、貴

重
な
経
験
を
積
め
る
」と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。演
奏
の
機
会
は
、

授
業
の
中
や
実
技
試
験
だ
け
で

は
な
く
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
定
期
演

奏
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。演
奏

者
に
と
っ
て
人
前
で
演
奏
し
、

舞
台
を
経
験
す
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
な
こ
と
で
、普
段
の
小

さ
な
部
屋
に
こ
も
っ
て
の
練
習

で
は
得
ら
れ
な
い
成
果
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

毎
年
十
二
月
に
行
わ
れ
る
音

楽
学
部
の
定
期
演
奏
会
で
は
、

声
楽
コ
ー
ス
の
学
生
が
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
伴
奏
で
歌
う
機
会
を
与

で
配
慮
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
た

一
、二
年
生
の
成
長
、学
年
を
越

え
た「
音
教
」学
生
の
魅
力
を
結

集
し
た
合
唱
と
、見
所
満
載
の

演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

四
年
生
作
詞
、本
コ
ー
ス
の

松
井
孝
夫
准
教
授
作
曲
に
よ
る

合
唱
曲
を
ラ
ス

ト
に
披
露
す
る

の
も
、
恒
例
に

な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
今
年
の

曲
は「Energy
」

で
し
た
。

　

来
年
は
一
緒

に
舞
台
に
立
つ

こ
と
に
な
る
、

本
コ
ー
ス
に
合

格
を
決
め
た
高

校
三
年
生
の
方

が
五
名
も
来
場

し
て
く
れ
ま
し

た
。

え
ら
れ
ま
す
。声
楽
を
始
め
て
、

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
で
歌

う
」こ
と
は
私
に
と
っ
て
一
つ
の

夢
で
し
た
。五
年
前
、聖
徳
大
学

に
入
学
し
て
、先
輩
方
が
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
堂
々
と

歌
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、「
自
分

も
歌
い
た
い
」と
強
く
思
っ
た

も
の
で
す
。そ
の
夢
は
、昨
年
度

の
定
期
演
奏
会
で
叶
い
ま
し
た
。

　

二
度
目
と
な
っ
た
今
回
も
、

再
び
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
伴
奏
で

歌
え
る
こ
と
が
と
に
か
く
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。日
本
を
舞
台

と
し
た
オ
ペ
ラ『
蝶
々
夫
人
』の

二
重
唱
を
歌
う
と
い
う
こ
と
で

振
袖
を
着
て
歌
い
ま
し
た
。振

袖
や
着
物
は
帯
で
身
体
を
締
め

る
た
め
、歌
う
際
の
呼
吸
が
し

づ
ら
く
な
り
ま
す
が
、歌
唱
だ

け
で
な
く
振
袖
に
関
し
て
も
先

生
方
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
、

無
事
本
番
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、さ
ま
ざ
ま
な
面
で
親

身
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
先
生
方

や
先
輩
方
、準
備
を
手
伝
っ
て

く
れ
た
家
族
や
友
人
の
存
在
を

強
く
感
じ
ま
し
た
。こ
の
よ
う

に
恵
ま
れ
た
環
境
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、残
り

一
年
の
学
生
生
活
に
励
み
た
い

と
思
い
ま
す
。大雪が残る中、大勢のお客さまをお迎えすることができました

音
楽
総
合
学
科
音
楽
教
員
養
成
コ
ー
ス

「
第
六
回 

定
期
演
奏
会
」開
催

音
楽
文
化
研
究
科
・
音
楽
学
部

「
第
十
五
回 

定
期
演
奏
会
」に

出
演
し
て

大
学
院
音
楽
文
化
研
究
科

博
士
前
期
課
程
・
音
楽
表
現
専
攻

二
年　

中
嶋��

薫
子

大学・短大生の卒業発表のひとコマ

◇短期大学部総合文化学科文芸・編集、図書館司書ブランチ
「平成25年度短期大学部国語国文学会大会」

◇児童学科
「第7回卒業研究

美術作品展」

◇人文学部日本文化学科書道文化コース
「卒業制作書道展」

◇短期大学部総合文化学科
デザイン・インテリアブランチ
「卒業制作発表会」

◇短期大学部総合文化学科
ファッションブランチ
「卒業制作発表会」

1月28日～2月1日
3月3日～20日

2月10日2月10日

2月5日

昨年度も卒業生が、学生生活の集大成として
学内でさまざまな発表を行いました。
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

一
月
二
十
五
日（
土
）・二
十
六

日（
日
）、君
津
市
民
文
化
ホ
ー

ル
に
お
い
て「
第
十
九
回
東
関

東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
か
ら
は
、千
葉
県
代
表

と
し
て
高
等
学
校
の
部
に「
打

楽
器
三
重
奏
」と「
ク
ラ
リ
ネ
ッ

　

附
属
女
子
高
校
で
は
、は
じ
め

て
四
年
制
大
学
進
学
率
が
80
％

を
超
え
、現
役
進
学
率
は
96・６
％

に
達
し
て
い
ま
す
。聖
徳
大
学

に
は
、五
十
名
が
進
学
し
、聖
徳

大
学
短
期
大
学
部
や
聖
徳
大
学

幼
児
教
育
専
門
学
校
を
あ
わ
せ

る
と
六
十
三
名
が
進
学
し
ま
し

た
。

　

一
方
で
筑
波
大
や
慶
應
義
塾

大
・
早
稲
田
大
・
上
智
大
と
い
っ

た
難
関
校
、明
治
大
・
青
山
学
院

大
・
立
教
大
・
中
央
大
・
法
政
大

と
い
っ
た
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
レ
ベ
ル
の

大
学
を
加
え
る
と
三
十
名
近
い

ト
四
重
奏
」の
二
チ
ー
ム
、一
般

の
部
に「
金
管
八
重
奏
」と「
管

楽
八
重
奏
」の
二
チ
ー
ム
、計
四

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。曲
目

は
、打
楽
器
三
重
奏
が
フ
ォ
ー
ド

作
曲「
ア
フ
タ・ス
テ
ュ
ー
バ
！
」、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
四
重
奏
が
ハ
イ

ケ
テ
ィ
ッ
ク
作
曲「
ス
リ
ー
・
ラ

テ
ン
・
ダ
ン
ス
」、金
管
八
重
奏

が
小
長
谷
宗
一
作
曲「
幻
影
」、

管
楽
八
重
奏
が
ラ
ベ
ル
作
曲

「
ク
ー
プ
ラ
ン
の
墓
」で
し
た
。

　

四
チ
ー
ム
と
も
持
て
る
力
を

十
分
発
揮
し
、そ
れ
ぞ
れ
見
事

金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。一
般

の
部
に
参
加
し
た
Ｏ
Ｇ
現
役
混

成
チ
ー
ム
の「
金
管
八
重
奏
」は
、

全
国
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し

た
。

　

東
関
東
大
会
ま
で
の
道
の
り

は
険
し
く
、高
等
学
校
の
部
は

千
葉
県
大
会
参
加
二
百
九
十
五

チ
ー
ム
を
加
え
た
参
加
校
総
数

が
七
百
五
十
五
チ
ー
ム
あ
り
、

そ
の
中
か
ら
東
関
東
大
会
に
出

場
で
き
る
チ
ー
ム
は
わ
ず
か

二
十
九
チ
ー
ム
で
す
。そ
し
て
、

東
関
東
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し

た
の
が
十
チ
ー
ム
、そ
の
中
で
本

校
は
二
チ
ー
ム
と
も
金
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。惜
し
く
も
昨
年

に
続
い
て
の
全
国
大
会
出
場
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
打
楽

器
三
重
奏
」は
九
〇
点
で
全
国

大
会
へ
出
場
し
た
チ
ー
ム
と
同

点
で
し
た
。

　

今
後
も
聖
徳
サ
ウ
ン
ド
に
磨

き
を
か
け
、部
員
一
同
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

合
格
者
を
出
し
、そ
の
数
も
安

定
し
た
伸
び
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
背
景
に
は
、長
年
に
わ

た
っ
て
入
試
の
内
容
を
分
析

し
、各
大
学
に
合
わ
せ
た
小
論

文
や
面
接
指
導
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
や
、メ
ン
タ
ル
面
も

含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
受
験
指
導

の
蓄
積
、効
率
的
な
学
習
シ
ス

テ
ム
の
運
用
や
高
校
一
年
生
か

ら
予
備
校
模
試
を
必
修
に
す
る

な
ど
、受
験
を
意
識
し
た
学
習

指
導
を
継
続
し
た
成
果
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、武
蔵
野
音
大
、国

立
音
大
、東
京
音
大
と
い
っ
た

有
名
芸
術
系
大
学
に
も
多
数
合

格
し
、看
護
系
で
は
聖
徳
大
を

筆
頭
に
、上
智
大
や
日
赤
大
と

い
っ
た
難
関
大
学
を
含
め
十
五

名
が
合
格
す
る
な
ど
倍
増
し
ま

し
た
。セ
ン
タ
ー
試
験
の
受
験

者
が
百
十
名
を
超
え
、目
標
も

進
学
意
識
も
年
々
向
上
し
て
い

ま
す
。指
定
校
枠
も
新
た
に
早

稲
田
大
と
上
智
大
か
ら
受
け
、

難
関
大
学
進
学
の
チ
ャ
ン
ス
も

い
っ
そ
う
広
が
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
こ
う
し
た
成
果
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、進
学
校
と

し
て
の
指
導
を
重
ね
、実
績
を

積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

打楽器三重奏

クラリネット四重奏

　

二
月
二
十
一
日（
金
）、大
妻

女
子
大
学・
千
代
田
キ
ャ
ン
パ
ス

に
お
い
て
、関
東
エ
リ
ア
の
保

育
士
を
養
成
す
る
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
の
学
生
に
よ
る
保
育

に
関
す
る
研
究
発
表
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、個
人
研

究
、グ
ル
ー
プ
研
究
合
わ
せ
て

四
十
七
件
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。年
を
追
う
ご
と
に
、規
模
・

内
容
と
も
に
充
実
し
、今
年
も

有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
十
二
月
に
専
門
学
校
で

実
施
さ
れ
た「
第
五
十
七
回
グ

ル
ー
プ
研
究
発
表
会
」に
お
い

て
選
出
さ
れ
た
、音
楽
リ
ズ
ム

グ
ル
ー
プ「
幼
児
と
歌
唱
〜
楽

曲
分
析
か
ら
作
曲
の
試
み
〜
」

（
一
部
二
年
生
六
名
）が
学
校
を

代
表
し
て
発
表
を
行
い
ま
し

た
。初
め
て
の
会
場
で
し
た
が
、

自
分
た
ち
の
研
究
目
的
、方
法
、

結
果
と
考
察
を
落
ち
着
い
て
発

表
で
き
ま
し
た
。途
中
、ピ
ア
ノ

伴
奏
で
、会
場
の
方
々
に
も

一
緒
に
作
曲
し
た
歌
を
歌

っ
て
い
た
だ
く
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
の
歌

唱
は
欠
か
せ
な
い
保
育
活

動
で
あ
り
、今
回
の
研
究
で

改
め
て
そ
の
重
要
性
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。研
究
を
通
し
て
得
た
こ

と
を
今
後
の
保
育
に
生
か

し
、学
び
続
け
る
保
育
者
と

な
っ
て
い
き
ま
す
。

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

「
第
二
十
七
回

学
生
研
究
発
表
会
」に
参
加

東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
で

金
賞
受
賞
！

躍
進
を
続
け
る
進
学
実
績

会期／�好評開催中 〜 平成26年8月2日（土）
時間／�9：00〜17：00（休館：毎日曜・祝日と学事日程による休業日）

会場／�聖徳大学１号館８階 聖徳博物館
会場への案内／�JR常磐線･JR乗り入れ地下鉄千代田線･
� � 新京成線とも松戸駅下車､東口より徒歩5分

お問い合わせ／�聖徳大学川並弘昭記念図書館
  Tel：047-365-1111（大代）
� � http://www.seitoku. jp/lib/

特別展覧会　聖徳大学看護学部開設記念

聖徳大学所蔵   藤田 嗣治 展

・保護者会� �7月5日（土）�
	 	【Ⅰ部1年生・Ⅱ部1年生・Ⅱ部3年生】
・保護者個別面談� 7月12日（土）
� �【Ⅰ部2年生・Ⅱ部2年生】

・保護者会� 7月19日（土）・12月20日（土）・
� 平成27年／3月14日（土）
・後援会総会� 5月18日（日）

・保護者会（1年）� 4月16日（水）
・後援会総会� 4月28日（月）
・学級懇談会� 4月28日（月）

■�父母の会総会
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

4月16日（水）
4月17日（木）
4月15日（火）
4月18日（金）

■�父親参観
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

5月17日（土）
5月24日（土）
5月10日（土）
5月25日（日）

■�保育参観（2学期）
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

11月20日（木）
11月21日（金）
10月23日（木）
11月14日（金）

■�保育参観（3学期）
・聖徳大学附属幼稚園 平成27年／2月20日（金）

■�父母の会総会
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

4月18日（金）
4月19日（土）
4月17日（木）

■�保育参観・試食会（1学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

6月25日（水）・26日（木）
6月5日（木）
5月15日（木）・16日（金）

■�父親参観
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

5月25日（日）
5月18日（日）
5月31日（土）

■�保育参観（3学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

平成27年／2月25日（水）
平成27年／2月24日（火）
平成27年／2月19日（木）

■�保育参観（2学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

11月19日（水）
11月7日（金）
11月17日（月）・18日（火）

専門学校

附属小学校

三 田 3 園

附 属 4 園

附属女子中高

取手聖徳女子中高

大学 ･ 短期大学部

・保護者会� 7月19日（土）・12月20日（土）・
� 平成27年／3月19日（木）
・後援会総会� 4月29日（火・祝）

・5月17日（土）� 13：00�定期総会� 聖徳大学

・6月7日（土）� 13：00�北海道支部総会・保護者会
� 札幌グランドホテル

・8月31日（日）� 10：30�東北（南）支部総会・保護者会
� 郡山・ビューホテルアネックス

・9月7日（日）� 10：30�新潟地区支部総会・保護者会
� 新潟・万代シルバーホテル

・9月14日（日）� 10：30�静岡県支部総会・保護者会
� 静岡・ホテルアソシア静岡

・10月5日（日）� 10：30�甲信地区支部総会・保護者会
� 長野・ホテル国際21

・10月11日（土）�10：30�東北（北）支部総会・保護者会
� 盛岡・ホテルニューカリーナ

・10月19日（日）�10：30�九州・沖縄地区支部総会・保護者会
� ホテル日航那覇グランドキャッスル

・11月2日（日）� 10：30�東京地区・茨城県支部総会・保護者会（合同）
� 聖徳大学

・11月16日（日）�10：30�北関東支部総会・保護者会
� 大宮・JA共済埼玉ビル

・11月30日（日）�10：30�千葉県支部総会・保護者会
� 聖徳大学

平
成
26
年
度 

後
援
会
・
保
護
者
会 

開
催
日
程

4月17日（木）
4月15日（火）
4月17日（木）
4月15日（火）

4月18日（金）
4月18日（金）
4月18日（金）
4月17日（木）

4月22日（火）
4月22日（火）
4月22日（火）
4月22日（火）

■�保育参観（1学期）
・年長組

聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・年中組
聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・年少組
聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

平成27年／2月17日（火）
平成27年／2月19日（木）
平成27年／2月13日（金）

猫一匹　1930年�水彩�31.5×36.5㎝初公開
専門学校 ４月・５月の予定

4月6日（日）… 入学式
7日（月）… 前期（1学期）授業開始
12日（土）… 健康診断
19日（土）… 聖徳フレンドシップデイ

5月26日（月）〜6月7日（土）…
保育所実習（1部2年生）

歌も歌いました

パワーポイントを用いた発表
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春
の
日
差
し
が
暖
か
い
四

月
、幼
稚
園
で
は
入
園
・
進
級
式

が
行
わ
れ
ま
す（
今
年
度
は
四

月
七
日（
月
）実
施
）。新
入
園
児

の
子
ど
も
た
ち
は
、少
し
大
き

め
の
制
服
に
身
を
包
み
、緊
張

の
表
情
で
保
護
者
の
方
に
手
を

引
か
れ
な
が
ら
登
園
し
て
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
始
ま
る
幼
稚
園

生
活
の
不
安
か
ら
、保
護
者
の

方
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、涙
ぐ
む

姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

進
級
児
は
、一
つ
お
兄
さ
ん

お
姉
さ
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
喜

び
、笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
表
情
で

登
園
し
て
き
ま
す
。入
園
・
進
級

式
が
始
ま
る
と
、進
級
児
が
し

っ
か
り
席
に
座
り
、学
園
長
先

生
や
園
長
先
生
の
お
話
を
と
て

も
真
剣
に
聞
き
、大
き
な
声
で

返
事
を
し
て
い
る

姿
に
、園
児
た
ち
の

成
長
を
感
じ
ま
す
。

真
剣
に
話
を
聞
い

て
い
る
一
人
ひ
と

り
の
表
情
は
、進
級

し
た
喜
び
と
期
待

で
い
っ
ぱ
い
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

先
生
た
ち
と
手

遊
び
を
始
め
る
と
、

緊
張
し
て
い
た
新

入
園
児
か
ら
も
笑

顔
が
見
ら
れ
、喜
ん

で
手
遊
び
を
す
る

姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

保
育
室
に
戻
る
と
、

新
し
い
担
任
の
先

生
か
ら
話
を
聞
い

た
り
、お
土
産
を
い
た
だ
い
た

り
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

　

降
園
時
に
は
、不
安
で
い
っ

ぱ
い
だ
っ
た
新
入
園
児
か
ら
も

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、全
員
が
明
日

か
ら
始
ま
る
新
し
い
園
生
活
に

期
待
を
持
っ
て
、「
さ
よ
う
な

ら
」「
ま
た
明
日
」と
言
っ
て
元

気
に
降
園
し
て
行
き
ま
す
。

入
園
・
進
級
式
の
一
日

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

期待いっぱいの子どもたち

　

入
園
・
進
級
を
し
て
新
し
い

ク
ラ
ス
・
新
し
い
先
生
に
な
っ

た
四
月
中
旬（
今
年
度
は
四
月

十
八
日（
金
）実
施
）に
、ク
ラ
ス

の
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
親
子
で
遊

び
ま
す
。

　

年
少
児
は
、親
子

共
々
な
れ
な
い
幼

稚
園
で
緊
張
し
た

表
情
で
幼
稚
園
に

登
園
し
て
き
ま
す

が
、各
ク
ラ
ス
で
手

あ
そ
び
を
し
た
り
、

春
の
遠
足
で
遊
ぶ

集
団
あ
そ
び「
む
っ

く
り
く
ま
さ
ん
」を

く
ま
や
ひ
よ
こ
に

分
か
れ
て
遊
ん
だ

り
し
ま
す
。お
母
さ

ま
か
ら
な
か
な
か
離
れ
な
い
園

児
た
ち
も
喜
ん
で
遊
ぶ
姿
に
、

保
護
者
の
皆
さ
ま
も
安
心
し
た

様
子
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

年
中
児
に
は
二
年
保
育
の
園

児
も
い
ま
す
が
、進
級
し
た
園

児
た
ち
も
含
め
、新
し
い
ク
ラ

ス
と
担
任
の
先
生
に
緊
張
は
し

て
い
ま
す
が
、幼
稚
園
が
大
好

き
な
園
児
た
ち
は
す
ぐ
に
ク
ラ

ス
に
な
じ
み
、「
森
の
こ
み
ち
」

と
い
う
集
団
あ
そ
び
を
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、年
長
児

も
各
ク
ラ
ス
で
ゲ
ー
ム
を
し
て

盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

園
児
た
ち
だ
け
で
な
く
、保

護
者
の
方
に
と
っ
て
も
新
し
い

ク
ラ
ス
で
親
子
で
遊
ぶ
一
日
と

な
り
、不
安
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、こ
の
一
日
で
親
子
の
不

安
が
の
ぞ
け
る
よ
う
に
、そ
し

て
安
心
し
て
預
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
計
画
を
し
て
い
ま

す
。

●
●
●
●

●

幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●

親子で楽しみます

　

三
月
十
一
日（
火
）、附
属
小

学
校
の
体
育
館
に
お
い
て
卒

業
生
を
は
じ
め
、
保
護
者
の

　

六
年
生
が
卒
業
を
ひ
か
え
た

二
月
二
十
八
日（
金
）に
、本
年
度

最
後
の
全
校
集
会「
卒
業
生
を

送
る
集
会
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
開
始
前
の
一
年
生
か
ら
五

年
生
の
児
童
た
ち
は
、「
六
年
生

に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
た

い
」と
い
う
は
や
る
気
持
ち
を

抑
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。そ

し
て
、六
年
生
の
入
場
と
と
も

に
集
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

一
年
生
か
ら
五
年
生
は
、今

ま
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
呼
び

か
け
や
歌
で
六
年
生
に
届
け
ま

皆
さ
ま
、ご
来
賓
の

方
々
の
ご
臨
席
の

下
、「
第
二
十
六
回

卒
業
証
書
授
与

式
」
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
証
書
授

与
の
場
面
で
は
、

佐
藤
幸
雄
校
長
先

生
か
ら「
お
め
で

と
う
」
の
言
葉
が

か
け
ら
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
一
人
ひ
と
り
が「
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
い

う
力
強
い
返
事
で
証
書
を
受

し
た
。明
和
班
の
下
級
生
か
ら

手
作
り
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
受
け

取
り
、涙
を
流
す
六
年
生
の
姿

は
、心
温
ま
る
も
の
で
し
た
。

　

最
後
は
、主
役
で
あ
る
六
年

生
の
発
表
で
し
た
。最
高
学
年

と
し
て
、呼
び
か
け
や
卒
業
演

奏
の
素
晴
ら
し
さ
に
会
場
の
誰

も
が
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
学
校

へ
の
感
謝
、明
和
班
の
下
級
生

へ
の
エ
ー
ル
、中
学
校
へ
大
き

く
羽
ば
た
き
だ
そ
う
と
す
る
力

強
さ
の
こ
も
っ
た
最
高
の
表
情

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
歌
っ
た「
輝
け
聖
徳
」

は
、一
人
ひ
と
り
の
歌
声
が
響

き
合
っ
て
い
て
、全
校
児
童
の

心
が
一
つ
に
な
っ
た
瞬
間
で
し

た
。和
の
心
や
絆
を
強
く
し
て

い
く
た
め
に
は
、お
互
い
に
思

い
合
う
と
い
う
気
持
ち
を
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
集
会
と

な
り
ま
し
た
。

け
取
り
ま
し
た
。

　

川
並
知
子
名
誉
学
園
長
先
生

か
ら
の
式
辞
で
は
、卒
業
生
に

「
為
せ
ば
成
る
」と
い
う
言
葉
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
言
葉
を

胸
に
深
く
刻
み
、卒
業
生
は
こ

れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
に
挑

戦
し
、自
分
自
身
の
可
能
性
の

輪
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て
い
き
ま

す
。

　

式
典
の
最
後
は
、卒
業
生
か

ら
の
門
出
の
言
葉
が
あ
り
、会

場
全
体
は
大
き
な
感
動
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
六
年
前
、小
さ
な

体
で
入
学
し
て
き
た
児
童
た
ち

も
今
で
は
心
も
体
も
一
回
り
も

二
回
り
も
大
き
く
成
長
し
ま
し

た
。
澄
み
き
っ
た
青
空
の
下
、

八
十
二
名
の
卒
業
生
は
附
属
小

学
校
を
元
気
に
は
ば
た
い
て
い

き
ま
し
た
。

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

　

二
月
十
五
日（
土
）、多
く
の

ご
来
賓
の
方
々
や
卒
業
生
を
お

迎
え
し
、「
児
童
保
育
学
習
発
表

会
」が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、今
年
で
八
回

目
を
迎
え
、毎
年
多
く
の
皆
さ
ま

に
ご
来
校
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

演
目
は
手
遊
び
や
劇
遊
び
、

人
形
劇
、創
作
ダ
ン
ス
と
多
彩

で
、昨
年
か
ら
は
生
徒
が
作
詞
・

作
曲
を
手
掛
け
た
歌
の
発
表
も

取
り
入
れ
、年
々
内
容
の
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

二
月
十
六
日（
日
）、「
第
十
六

回
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト（
箏

曲
部
定
期
演
奏
会
）」を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、演
劇
研
究
部
に
賛

助
出
演
を
し
て
も
ら
い
、聖
徳

学
園
創
立
八
十
周
年
記
念
式
典

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
披
露
し
た

「
秘
密
の
花
園
」を
再
演
し
ま
し

た
。管
楽
器
三
パ
ー
ト
を
尺
八

演
奏
家
・
坂
田
梁
山
先
生
が
、尺

八
五
管
を
持
ち
替
え
て
演
奏
し

て
く
だ
さ
り
、よ
り
和
テ
イ
ス
ト

な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

直
前
の
週
末
、二
週
に
わ
た
っ

て
の
大
雪
で
、リ
ハ
ー
サ
ル
や

　

今
年
も
高
校
二
年
生
は
元
気

い
っ
ぱ
い
は
つ
ら
つ
と
し
た
演

技
、ま
た
三
年
生
は
集
大
成
と

し
て
の
完
成
度
の
高
い
演
技
を

目
指
し
、練
習
に
励
ん
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、発
表
会
終
了
後
に
は
、

小
道
具
の
製
作
や
演
じ
方
等
に

つ
い
て
、現
場
の
先
生
等
か
ら

貴
重
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。こ
う
し
て
得
た
経
験
や
自

信
は
、保
育
を
志
す
者
に
と
っ

て
大
き
な
財
産
と
な
り
ま
す
。

練
習
が
で
き
ず
、不
安
な
表
情

で
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
た
部
員

で
し
た
が
、二
百
名
近
い
お
客

さ
ま
の
温
か
な
拍
手
に
包
ま

れ
、
達
成
感
と
満
足
の
笑
顔
で

幕
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
卒
業
生
も
多
く
駆
け
つ

け
、演
奏
や
裏
方
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
大
き
な
力
に
な
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

来
年
度
の
全
国
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
は
、茨
城
で
の
開
催

に
な
り
ま
す
。開
催
県
代
表
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
演
奏
が

で
き
る
よ
う
に
、部
員
一
同
、一

層
の
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

体操遊び「昆虫太極拳」（高校２年生）

我孫子市のケヤキプラザふれあいホールにて
人形劇「白雪姫」（高校３年生）

演劇研究部も登場

下級生より手作りペンダントを受け取る6年生

保
育
学
習
の
集
大
成

第
十
六
回
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
コ
ン
サ
ー
ト

親
子
一
緒楽

し
い
親
睦
会

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

卒
業
生
を
送
る
集
会

校長先生より証書を受け取る児童

附
属
小
学
校
の

卒
業
式
が
あ
り
ま
し
た
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一
月
二
十
五
日（
土
）に
、附

属
成
田
幼
稚
園
ホ
ー
ル
で
、た

の
し
み
ま
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ

ま
し
た
。一
年
間
の
成
長
を
ス

テ
ー
ジ
で
発
表
で
き
る
よ
う
、

一
学
期
か
ら
、踊
り
を
踊
っ
た
り
、

合
奏
を
し
た
り
と
活
動
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

本
番
当
日
は
、少
し
緊
張
し

た
様
子
で
登
園
し
、ホ
ー
ル
い

っ
ぱ
い
の
お
客
さ
ま
を
見
て
驚

い
て
い
る
園
児
も
い
ま
し
た

が
、元
気
に
歌
を
歌
っ
た
り
、合

奏
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

満
三
歳
児
は「
お
き
ゃ
く
さ

ん
だ
ー
れ
」、年
少
児
は「
三
び

き
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」、

年
中
児
は「
そ
ら
い
ろ
の
た
ね
」、

年
長
児
は「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法

　

二
月
十
二
日（
水
）、浦
安
市

主
催
の
桜
の
植
樹
に
附
属
浦
安

幼
稚
園
の
年
長
児
の
園
児
た
ち

が
参
加
し
ま
し
た
。四
十
五
年

ぶ
り
に
降
り
積
も
っ

た
大
雪
が
残
る
浦
安

市
墓
地
公
園
に
園
児

六
十
一
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。
三
年
前
の

東
日
本
大
震
災
で
浦

安
市
は
被
災
地
と
な

り
、今
も
な
お
復
興
途

中
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
復
興
支
援
の
一
環

と
し
て
東
京
湾
の
沿

岸
に
あ
る
公
園
に
森

を
作
る
目
的
で
、「
日

本
さ
く
ら
の
会
」に
よ

る
潮
風
に
強
い「
オ
オ

シ
マ
ザ
ク
ラ
」（
若
木

五
十
本
）の
植
樹
の
お

手
伝
い
を
園
児
た
ち
が
行
い

ま
し
た
。

　

開
会
の
挨
拶
に
続
き
、園
児

た
ち
が「
今
日
は
、桜
の
植
樹

祭
で
す
。
僕
た
ち
・
私
た
ち
の

手
で
桜
を
植
え
、大
切
に
育
て

の
ラ
ン
プ
」の
リ
ズ
ム
あ

そ
び
を
し
ま
し
た
。

　

満
三
歳
児
は
、小
さ
な

身
体
を
一
所
懸
命
動
か
し

て
踊
り
ま
し
た
。年
少
児

は
、
聖
徳
幼
稚
園
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ピ
ア
ノ
曲
に
合
わ

せ
、歌
い
な
が
ら
橋
を
渡
っ

た
り
し
ま
し
た
。年
中
児

は
、
ど
ん
ど
ん
大
き
く
な

っ
て
い
く
そ
ら
い
ろ
の
家

を
楽
し
み
な
が
ら
、発
表
し

ま
し
た
。年
長
児
は
、リ
ズ

ム
あ
そ
び
の
内
容
を
し
っ

か
り
理
解
し
、役
に
な
り

き
っ
て
踊
っ
た
り
、セ
リ

フ
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ま
た
、合
奏
で
は
三

曲
演
奏
し
、
き
れ
い
な
音

色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

入
園
・
進
級
し
て
か
ら

の
園
児
た
ち
の
成
長
に
驚

か
さ
れ
な
が
ら
、「
た
の
し

み
ま
シ
ョ
ー
」が
終
了
し

ま
し
た
。

ま
す
」と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

を
行
い
、「
う
た
え
バ
ン
バ
ン
」

の
歌
、「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
」

の
合
奏
を
披
露
し
、ご
来
賓
の

方
々
を
は
じ
め
、
市
役
所
の

方
・
浦
安
市
緑
化
事
業
協
同
組

合
の
方
々
、そ
し
て
園
児
の
保

護
者
の
方
々
に
た
く
さ
ん
の

拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、園
児
た
ち
は
小
さ

な
軍
手
を
手
に
は
め
、シ
ャ
ベ

ル
で
丁
寧
に
土
を
盛
り
、水
や

り
を
し
な
が
ら
植
樹
を
行
い

ま
し
た
。「
き
れ
い
な
お
花
が

た
く
さ
ん
咲
く
と
い
い
な
」

「
大
き
く
な
る
よ
う
に

お
水
た
く
さ
ん
あ
げ

よ
う
！
」と
桜
の
木
に

自
分
の
思
い
を
伝
え

て
い
ま
し
た
。ま
だ
園

児
の
手
首
ほ
ど
の
細

い
若
木
で
す
が
、園
児

の
成
長
と
共
に
浦
安

市
の
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
大
切
に
育

て
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

四
月
に
年
長
児
が

小
学
校
に
入
学
す
る

こ
ろ
、も
し
か
し
た
ら

数
輪
の
花
を
咲
か
せ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

ぼ
く
た
ち
わ
た
し
た
ち
の

手
で
育
て
よ
う
！

オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹

節
分

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

は
や
く
い
き
た
い
な

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

園芸協会の方の実演

　

二
月
八
日（
土
）、来
年
度
本

園
に
入
園
す
る
親
子
を
対
象
と

し
た「
も
う
す
ぐ
幼
稚
園
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
記
録

的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、半
数

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。未
就

園
児
た
ち
は
降
り
続
く
雪
に
わ

く
わ
く
し
た
様
子
で
、幼
稚
園

に
来
ら
れ
る
こ
と
を
と
て
も

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
行
事
は
未
就
園
児
と
保

護
者
に
幼
稚
園
入
園
に
対
す

る
期
待
を
高
め
る
と
と
も

に
、基
本
的
生
活
習
慣
の
自

立
を
促
す
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。保
育
室
で
は

少
し
早
い
幼
稚
園
を
体
験
で

き
る
よ
う
、歌
を
歌
っ
た
り

踊
っ
た
り
、絵
本
を
見
て
過

ご
し
ま
し
た
。

　

友
達
や
先
生
と
一
緒
に
過

ご
す
こ
と
を
楽
し
む
子
、親

元
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
子
、じ

っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
子
な
ど

入
園
前
の
現
状
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。ま
た
、あ
い
さ
つ

の
仕
方
、名
前
を
呼
ば
れ
た
ら

返
事
を
す
る
こ
と
、ブ
レ
ザ
ー
の

着
脱
、排
泄
の
方
法
な
ど
、入
園

ま
で
に
各
家
庭
で
も
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
確
認

す
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

入
園
ま
で
あ
と
二
カ
月
。園

児
に
と
っ
て
も
保
護
者
に
と
っ

て
も
、楽
し
く
充
実
し
た
幼
稚

園
生
活
と
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
教
職
員
一

丸
と
な
り
、新
し
い
園
児
を
迎

え
る
こ
と
を
心
待
ち
に
準
備
を

整
え
、四
月
の
入
園
式
を
迎
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

園児の成長に涙を見せる保護者の方もいらっしゃいました

　

二
月
三
日（
月
）、節
分
の
日

に
幼
稚
園
で
豆
ま
き
を
し
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
、各
自
鬼

の
お
面
を
製
作
し
、当
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。節
分

の
由
来
に
つ
い
て
の
話
を
聞

い
た
後
、年
の
数
を
数
え
て
豆

を
食
べ
ま
し
た
。す
ぐ
に
食
べ

終
え
て
し
ま
い
、「
も
っ
と
食

べ
た
い
な
」「
お
か
わ
り
は
あ

る
か
な
？
」と
い
う
園
児
た
ち

の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

豆
を
食
べ
た
後
は
、い
よ
い

よ
楽
し
み
に
し
て
い
た
豆
ま

き
で
す
。
鬼
が
来
る
の
を
楽
し

み
に
待
つ
園
児
、怖
く
な
っ
て

泣
き
出
し
て
し
ま
う
園
児
、顔

が
こ
わ
ば
る
園
児
と
さ
ま
ざ

ま
で
し
た
が
、鬼
が
登
場
す
る

と
、み
ん
な
で
元
気
い
っ
ぱ
い
豆

を
ま
き
ま
し
た
。「
鬼
は
外
！
」

「
福
は
内
！
」
と
鬼
に
向
か
っ

て
豆
を
投
げ
て
い
ま
し
た
。

　

鬼
を
退
治
す
る
と
意
気
込

ん
で
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
怖

く
て
豆
を
投
げ

た
後
、
す
ぐ
に

後
ず
さ
り
し
て

い
る
園
児
も
い

ま
し
た
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ

せ
て
豆
を
投
げ

ま
し
た
。

　
豆
ま
き
の
後
、

鬼
は
怖
か
っ
た

か
聞
い
て
み
る

と
、「
怖
く
な
か

っ
た
よ
」「
優
し

い
鬼
さ
ん
だ
っ

た
」と
次
々
に
話

し
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
一
年
、怪
我
や
病
気
が

な
く
、よ
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
よ
う
に
と
願
い
を
こ
め

て
、楽
し
く
行
事
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

見
て
見
て
！

上
手
で
し
ょ
う
！

～
た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー
～

松崎浦安市長（左端）と一緒に水やりしました

寒さに負けずに合奏披露

　

二
月
四
日（
火
）、附
属
第
二

幼
稚
園
で
ど
ん
ぐ
り
の
苗
の

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の

「
減ゲ

 
ン
 
コ
 
ツ

Ｃ
Ｏ
２
作
戦
」で
は
、ど
ん

ぐ
り
の
木
を
増
や
し
、空
気
中

の
二
酸
化
炭
素
を
減
ら
す
目
的

で
松
戸
市
か
ら
依
頼
を
受
け
、

園
児
た
ち
が
ど
ん
ぐ

り
キ
ッ
ズ
隊
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。今
回
で

三
回
目
の
植
樹
で
す
。

　

年
少
組
の
時
に
ど

ん
ぐ
り
の
実
を
植
え
、

成
長
を
見
守
り
、年
長

組
に
な
っ
た
時
に
幼

稚
園
に
隣
接
す
る
ペ

ン
ギ
ン
公
園
に
植
樹

し
ま
す
。し
か
し
、当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
。

残
念
な
が
ら
実
際
に

植
樹
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ど
ん
ぐ
り
が
大
き
く

な
る
過
程
を
紙
芝
居

で
見
た
り
、「
ど
ん
ぐ
り
こ
ろ

こ
ろ
」の
歌
や
第
二
幼
稚
園
オ

リ
ジ
ナ
ル「
ま
ほ
う
の
こ
と

ば
」の
歌
を
歌
い
、こ
れ
か
ら

の
ど
ん
ぐ
り
の
成
長
を
願
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、松
戸
市
の
環
境
課
の

方
や
園
芸
協
会
の
方
が
ホ
ー

ル
で
植
樹
の
実
演
を
し
て
く

だ
さ
り
、「
僕
の
ど
ん
ぐ
り
は

大
き
く
な
る
か
な
？
」
な
ど
、

可
愛
ら
し
い
発
言
が
聞
か
れ
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

し
た
。
市
役
所
の
方
の
話
に
、

一
所
懸
命
耳
を
傾
け
る
園
児

た
ち
の
姿
か
ら
成
長
を
感
じ

ま
し
た
。

　

将
来
、園
児
た
ち
も
ど
ん
ぐ

り
の
木
に
負
け
な
い
よ
う
大

き
な
夢
を
持
っ
て
、太
い
枝
を

い
っ
ぱ
い
広
げ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

減ゲ
 
ン
 
コ
 
ツ

Ｃ
Ｏ
２
作
戦
！

ど
ん
ぐ
り
の
植
樹

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

友達と一緒に楽しくダンス

先生の紙芝居

鬼が逃げていくと「やった！」と大喜び
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　学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。今後も内容の充実に努めてまいり
ますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

ご意見・ご感想の宛て先
〈郵送〉〒271-8555　千葉県松戸市岩瀬550　東京聖徳学園　「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https://www.seitoku.ac. jp /gakuen/ toiawase/frmpub

〈アンケートURL〉�http://www.seitoku. jp/gakuen/flash/

14.4.1 re（19,）

〒108-0073　東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。

聖徳フラッシュ　第71号
発行人／川並�弘純　　編集／総務課

読者の声

http://www. kasuganomori.com http://www.yamanakako-garden.com

長野県佐久市春日2258-1 山梨県南都留郡山中湖村平野506

信州佐久　春日温泉　自然体感リゾート 森と湖のヒーリングリゾート

共学

平成32年3月までの期間限定（予定）！ 特例制度学習が始まります！

幼稚園教諭免許を持っていて → 保育士資格を持っていない方
保育士資格を持っていて → 幼稚園教諭免許を持っていない方

3年以上の実務経験のある方は
学校説明会

■ 聖徳大学附属小学校（共学） ●お問い合わせ：047-392-3111（代）

■ 聖徳大学幼児教育専門学校（女子） ●お問い合わせ：03-5476-8811（代）

▶4月20日［日］
10：00〜12：00

▶5月24日［土］ ▶6月22日［日］

▶6月28日［土］�10：00〜12：00

▶5月31日［土］ ▶6月21日［土］

▶6月24日［火］
17：30〜19：30

▶5月17日［土］
10：00〜12：00

▶6月21日［土］
13：00〜15：00

昼の

AO入試必勝講座

夜の

学校説明会

■ 聖徳大学附属取手聖徳女子中学校・高等学校 ●お問い合わせ：0297-83-8111（代）

全て9：00〜

全て10：00〜 要予約

※授業・施設見学、学校説明、会食体験あり

´

聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

開催します！！
2014年度オープンキャンパス日程

予約不要・入退場自由

　聖徳大学では、毎月オープンキャンパスを開催しています。在学生によるキャンパス
ツアーや、バニーズcaf́e（cafeスペースで在学生とキャンパスライフについてフリー
トーク）、教員による学科コーナーなど、聖徳のことがよくわかる企画がたくさんあり
ます！お友達やご家族とお気軽にお越しください♪

　聖徳大学オープン・アカデミー（SOA）では、４月～７月に開講する講座を
１０ジャンル209講座取りそろえています。新しい年に新たな一歩を踏み
出してみませんか？	講座の詳しい内容についてはパンフレットをご請求
いただくか、お電話・窓口にてお尋ねください。

　心臓の医療に関しては、常に実績のある人材をそろえ、日本の心臓医療の発展を支えるような実績
を誇る新東京病院。東葛地区の地域基幹病院の一つとして急性期医療を担い、直接生命に関わる
疾患の診療機能を充実・確保しながら、生活習慣病の克服にも注力しています。その病院の指揮をとる
院長の中村淳先生に、病院としてのどのような革新（イノベーション）を実践されているのか、本学看護
学部の新設にちなみ、今後の医療のあり方や医療に携わる人々にどのような期待をしているのか等を
お話しいただきます。

平成26年度 第Ⅰ期［春期］公開講座のご案内

音楽学部ミニコンサート

公開講演

学生・教職員（大人1名1泊2食） 5,800円～
卒業生・家族・同伴者 8,600円～

期間限定オープン 7／10～9月末
学園料金（大人1名1泊2食） 6,750円～

インターネット宿泊予約受付中！！

山中湖ガーデンヴィラ

※取手・守谷より無料送迎バス（取手駅東口9：40発　守谷駅西口9：20発）　※会食体験あり

学校説明中、お子様をお預かりできます

4／13（日）

7／20（日）

5／3（土・祝）

8／3（日）

5／25（日）

8／23（土）

6／22（日）

9／7（日）

フリーダイヤル 0120-66-5531聖徳大学入学センター

※全日程／10：30〜15：00（10：00受付開始）　学食無料体験あり

聖徳大学・短大（通学・通信）、および聖徳大学幼児教育専門学校卒業生は入学金・登録料
10,000円を割引します！�入学願書の学歴欄に本学卒業生である旨をご記入ください。

卒業生の皆さまのご出願、お待ちしております！

幼稚園教諭、保育士資格どちらも、8単位分の学習をします。費用は78,000円
（スクーリング費用・教材費等含む）。1科目からの申し込みも可能！特例科目に

該当する既修得単位がある方、忙しいので今年は一部科目だけ申込みたい方なども安心。

　認定こども園法の改正により、「学校及び児童福祉施設としての法的位置づけを持つ単一の施設」とし
て、新たな「幼保連携型認定こども園」が創設されます（平成27年4月施行予定）。「幼保連携型認定こども
園」で働く「保育教諭」は、幼稚園教諭免許と保育士資格の併有が原則！改正認定こども園法では、施行後
5年間は幼稚園教諭免許または保育士資格のどちらかを有していれば、保育教諭となることができると
する経過措置がありますが、それ以降は両方の免許・資格が必要になります。それまでに、ご自身の勤務
経験を活かして、取得をされていない免許・資格を取得しましょう！

登録は4月1日〜3月31日の1年間
最短半年程度での単位修得も可能です！

「幼保連携型認定こども園」で勤務するために両方の免許・資格を取得しましょう！
8単位の学習で取得できます！

12月20日〜4月30日

特例学習：卒業生割引あります

幼稚園教諭
一種免許状

取得希望
基礎資格

受講資格
実務経験

学習する内容

幼稚園教諭
二種免許状

保　育　士

学士の学位を有し、かつ、
保育士資格を有する方

高等学校卒業して、かつ、
保育士資格を有する方

幼稚園教諭免許状を
有する方

指定の施設で保育士または
幼稚園教諭として
「3年以上かつ4,320時間以上」の
実務経験がある（見込みでも可）方

5科目8単位
（スクーリング1.5日）

5科目8単位
（スクーリング1.5日）

4科目8単位
（スクーリング1.5日）

特例制度学習の詳細・お問い合わせ・資料請求は、こちらから。

TEL . 047-365-1200
［月〜金／8：30〜17：30］［土／8：30〜15：00］ ホームページより詳細をご覧いただけます

http://www.seitoku. jp/tk/

※詳細につきましては、各校にお問い合わせください。

必要な単位と費用

受講期間平成26年度 4月生受付期間

聖徳大学SOA講師  花澤 絢子 聖徳大学講師  勝山 雅世

聖徳大学准教授
鳥井 俊之 ほか

聖徳大学教授
小澤 真 ほか

聖徳大学講師
相原 正義

聖徳大学短期大学部講師
北沢 昌代

管理栄養士
高橋 千恵美

SOA講師
松浦 高志

舞台演出家・西洋美術史研究家
佐野 勝也

聖徳大学講師
北川 森央

聖徳大学教授
今井 悦子

聖徳大学講師
村田 千佳

聖徳大学講師
長谷川 弓子

5／24（土） 6／28（土）

6／7〜7／5（土・5回）

5／10〜6／7（土・5回）

4／28〜6／9（月・6回）

4／16〜5／21（水・6回）

6／14〜7／5（土・3回）

4／17〜 6／19（木・10回）

5／8〜5／22（木・3回）

5／16〜6／27（金・3回）

4／25〜7／11（金・5回）

13：00〜14：15 13：00〜14：15

13：00〜14：25

13：00〜14：25

10：45〜12：10

10：45〜12：10

13：00〜14：25

10：30〜12：00

10：00〜12：00

10：45〜12：10

18：30〜20：30

パイプオルガン・レクチャーコンサート
シリーズ2014 in 聖徳大学

歌って踊ってミュージカル！
～高校生からの実践的入門講座～

スポーツ心理学
～スポーツを長く楽しむために～

東葛地域の郷土史誌

はじめての油絵

大人のスポーツ栄養学
～ケガを予防し、安全に続けるために～

古代ギリシア文学入門
―ホメーロスの英雄叙事詩―

画家フジタの世界

生演奏とお話で巡る
「フルート300年の旅」

やさしい料理教室

講座名 講師日時

■お申込み・お問い合わせ先／生涯学習課　Tel：０４７-３６５-３６０１

●日　時：4月12日（土）�13時開演
開場�12時20分（終了予定 15時30分頃）

●参加費：無料（電話または窓口にて要事前申込み）
●会　場：聖徳大学川並香順記念講堂

	コーディネーター	：	原 佳大 （聖徳大学音楽学部演奏学科教授）
	 ご案内	：	山本 まり子 （聖徳大学音楽学部音楽総合学科教授・SOA音楽研究センター長）

講師：中村 淳 氏
（新東京病院院長・
  聖徳大学客員教授）

演　奏	：	聖徳大学音楽学部演奏学科教員
 ピアノ／原 佳大（聖徳大学教授） パイプオルガン／松居 直美（聖徳大学教授）
 ソプラノ／島崎 智子（聖徳大学教授） バリトン／青戸 知（聖徳大学講師）
 ピアノ／鳥井 俊之（聖徳大学准教授） フルート／北川 森央（聖徳大学講師）
曲　目	：	「花」／武島 羽衣 作詞・滝 廉太郎 作曲
　　　　トッカータとフーガ ニ短調 BWV565／J.S.バッハ 作曲 ほか

アポロンに捧ぐ 
〜新しい知との出会いを求めて〜

地域の健康を守る
～よりよい医療のあり方をめざす「革

イノベーション

新」～

平成26年度  オープニングセレモニー

参加無料

学校説明会関係行事のご案内


